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以上、本研究では分子構造を精密に制御することで、 2章、 3章では低分子において、 4章については高
分子において新規な物性、機能を発現する例を明快に示した。またそれにより有機化学の垣根を超えたハイ
ブリッド材料、医学、エレクトロニクスといった各分野への応用の可能性を示すことができた。
審査の結果の要旨
近年、 π共役系分子種が特異な電子・光機能を発現することから、 π共役系分子を利用した軽量、コンパ
クト、フレキシブルな電子デバイス構築に関する応用研究が盛んに行われている。著者は π共役系分子の
構造を制御することで発現する機能に着目し、特異構造を有する低分子、高分子を合成し、それぞれの物性、
機能を検討した。その結果、有機・無機ハイブリッド材料への金属イオンセンシング能の付与、精密な認識
能が期待されるケージ状化合物の構造特性の解明、ならびに導電性メカニズム解明に資するキャリア種の明
確な同定など新たな知見を得る事に成功した。 π共役系分子の構造を制御することで発現する機能に関する
本研究成果は、今後有機エレクトロニクスをはじめとした機能性有機材料の分野の発展に寄与するものと考
えられる。
平成 24年2月15日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、著者
に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によって、合格と
判定された。
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(工学)の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める。
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